
課題 空き家等取得に際し消費者の抱える「汚い・古い等のネガティブさ」「リフォームイメージの欠如」並びに物件の検討
とリフォーム見積もりの時期がズレることによる資金計画の難しさ等

目的 「VRリフォームプラン並びに見積もり書の作成」により、二拠点居住検討者の増加等に伴い広域物件情報取得と
いう背景に即した、空き家等の検討段階における利活用情報の拡充等、空き家等に対するイメージ向上並びにコ
ストの見える化を実現

取組内容 長野県をモデルエリアとし
①「空き家バンク」への物件登録における宅建業者の連携状況の調査
②「VRリフォームプラン並びに見積もり書の作成」サービスの運用開始
③「VRリフォームプラン並びに見積もり」の明記された「空き家情報サイト」の構築
④本事業の周知を目指した広告展開

成果 ①「VRリフォームプラン並びに見積もり書の作成」サービス需要の把握とニーズの存在が確認された
②「VRリフォームプラン並びに見積もり」の明記された「空き家情報サイト」が運用開始された
③県内の不動産情報サイトとの連携についての合意がなされた

VR活用による空き家取得におけるリフォームプラン及び改修コストの見える化事業 （価値住宅
株式会社）

③「空き家情報サイト」 ④「空き家情報サイト」の周知用リーフレット


